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このドキュメントでは、Unify NXJ Release 10.0における新機能を紹介しています。 
 

機能 機能概要 
動的ドキュメント管理 
（MS Office を含む） 

NXJアプリケーションでは、MSワード、エクセルおよび Adobe PDFのようなその他
のタイプのドキュメントをアプリケーションサーバとの間で保存、取り出しができるよう
になりました。 
 
これによりエンドユーザは、Webアプリケーションの中でスプレッドシートのようなド
キュメントを取り出し、更新、保存ができるようになりました。 
 
このドキュメントは、サーバ側に置かれ、ファイルシステム保存あるいはバイナリ-デ
ータとしてデータベース保存のどちらでも可能です。 

動的イメージ管理 NXJアプリケーションでは、データベースにバイナリ-データとして保存されているあら
ゆるタイプのイメージを自動的に、そして動的に扱うことができるようになりました。 
 
例えば、アプリケーションがデータベースに保存されている従業員の写真を扱えま
す。具体的には、NXJ 10.0にて、単純にイメージオブジェクトをフォームに配置して、
それをデータベースの従業員写真の項目に関連付けるだけでできます。 
 
イメージデータを動的に、追加・更新に関しても開発者は一切コーディングすること 
なく実現できます。 

自動ファイル転送 NXJアプリケーションでは、クライアントとサーバ間で双方向のファイル転送を行うこ
とができるようになりました。 

アクティブ表示能力の拡張 NXJのアクティブ表示機能が 10.0において、ビジュアルプロパティを含めて拡張さ
れました。 
 
この拡張により、アプリケーション内のユーザインターフェイス・コントロールをアプリ
ケーションの特定のイベント、データ例外等に対応して動的に変更することができる
ようになりました。例えば、フィールドの値が閾値より下なら赤文字、同じなら緑文
字、上なら青文字と言ったように含まれる値によって色だとかフォントを動的に変え
ることができます。 

カスタムデータソース NXJ 10.0では、カスタムデータソースと呼ばれる新しい機能により、非リレーショナ
ルなデータ、トランザクションをNXJアプリケーションで自動的に扱えるようになりま
した。 
 
開発者は、カスタムデータソースを使って、すばやく簡単にカスタム Javaクラス、
Webサービスそして EJBでさえもアプリケーションに統合でき、それらのデータソー
スからのデータ・トランザクションをアプリケーションのユーザインターフェイスに表示
することができます。一旦データソースとして統合されれば、NXJの強力なデータ操
作（追加、更新、検索、データキャッシュ、ナビゲーション）とトランザクション管理が自
動的に行えるようになります。 
 
カスタムデータソースの典型的な使い方としては、Amazon.comのようなサイトの
Webサービスといった非リレーショナルなソースと統合、CICS/IMSといったレガシ
ーとの統合、あるいは社内で開発されたカスタム EJBコンポーネントの統合などが
あります。 
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機能 機能概要 
ストアドプロシージャと 
ファンクションサポートの  
強化 

NXJアプリケーションでは、標準の JDBC APIを使う手間のかかるコーディングはせ
ずに、単純な標準SQL形式の構文を使ってストアドプロシージャ、ファンクション、パ
ッケージを呼ぶことができるようになりました。 
 
これは、大量のビジネスロジックをストアドプロシージャ、ファンクション、パッケージ
の形でデータベースに持たせているOracle PL/SQL開発者にとっては大変重要な
機能です。 
 
NXJ 10.0では、これらのファンクション、ストアドプロシージャの呼び出し、結果のハ
ンドリングが大変簡単に行えます。例えば、部門ごと平均給与を返すようなプロシー
ジャの呼び出しを次のように行えます。 
 
EXEC SQL CALL my_package.get_av_salary(department_name) 
  RETURNING average_salary; 

EJBソース検査 NXJ 10.0では、デザインセンターにEJBソース検査機能が含まれています。開発
者は、ソース検査機能を使って NXJフォームに対応して定義されたビジネスロジック
から生成された EJB Javaソースを見ることができるようになりました。 
 
開発者が、EJBに変換されたすべてのビジネスロジックを見て確認できます。きれい
に生成、編集されたEJBソースは、開発者が Java EJBの例として参照することも
できます。 

カスタム  
ユーザインターフェイス 
コントロール 

NXJデザインセンタでは、フォームのレイアウト内に独自のUIコントロールを埋め込
むことができるようになりました。NXJカスタムコントールは、JavaScriptで書かれる
もので、カレンダー、計算機、時計、色選択といったコントロールに使えます。 

動的リストボックス 
コントロール 
(List-of-value or LOV)  

NXJ 10.0では、実行時にリストボックスコントロールを生成、再生成することができ
るようになりました。例えば、アプリケーションが「自動車メーカ」のリストボックスを表
示し、HONDAが選ばれれば、「モデル」のリストボックスは、HONDAに限定したモ
デルを表示するように生成することができます。 

ダブルクリック 
イベント 

NXJ 10.0では、フィールドのような UIコントロールに対してダブルクリックイベントを
追加できるようになりました。ダブルクリックイベントは、サーバーサイドのコマンドか
クライアントサイドの JavaScriptを呼び出せます。 

J2EEコンポーネント 
統合の強化 

NXJデザインセンタでは、NXJアプリケーションの配備パッケージ(.ear)にサーブレッ
トおよびEJBをパッケージして配備できるようになりました。これによりNXJアプリケ
ーションの一部として含める必要のあるサーブレットあるいは EJBを開発または購
入して、これらのコンポーネントを含めた形でNXJアプリケーションをパッケージする
ことができます。 

JBossアプリケーション 
サーバの組み込み 

NXJは、JBOSSアプリケーションサーバ（バージョン 3.2）をUnify eWave Engine
に代わってデフォルトの組み込みサーバとしました。この J2EE 1.3準拠のオープン
ソースサーバは、最近 12ヶ月の間に劇的に利用者が拡大して、現在では世界中の
多くのサイトで実際に利用されています。JBossに関しては次のサイトを参照してく
ださい。 
http://sourceforge.net/projects/jboss 
http://www.jboss.org 
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機能 機能概要 
新規対応プラットフォーム NXJでは、新規にOracle9iAS、WebLogic 7 アプリケーションサーバとMySQLデ

ータベースに対応するようになりました。 
チーム開発の強化 NXJ 10.0 Enterprise Editionでは、CVSバージョン管理を使ってチーム開発のため

の統合サポートを行うようになりました。これには、チェックイン、チェックアウト、マー
ジ、diff等が含まれます。この統合は、CVSファイルシステムとCVS PServerを使
って行います。 

マスタープロジェクト共有に
よる再利用の強化 

NXJ 10.0では、プロジェクト間でオブジェクトを共有することができるようになりまし
た。これにより、共通のオブジェクト、コンポーネントを含むベースプロジェクトを持つ
ことで、それを他のプロジェクトで共有します。再利用できるオブジェクトとしては、ズ
ームフォーム、次フォーム、接続、フッター、ヘッダー、ツールバーといったようなもの
があります。 

 


